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研究テーマ（発表タイトル） 

発達障害のミエル化 

 

 

※必ず＜企画シート作成上の注意＞を確認してから、ご記入をお願いいたします。 

１．研究概要（目的・狙いなど） 

近年、新聞記事やニュース、テレビなどの様々なメディアで発達障害が取り上げられるようになり、発達障害と

いう言葉を聞く機会が増えてきました。 

しかし、発達障害の方や保護者は「なかなか周りの人に理解してもらえない」という大きな悩みを抱えています。 

そこで私たちは、実際に発達障害の方の見え方や聴こえ方などの疑似体験してもらい、発達障害の知識を深め、

周囲の理解の向上させることを目的とします。 

２．研究テーマの現状分析（歴史的背景、マーケット環境など） 

現在発達障害の学生数は 2010年頃から急激に増加しています。 

しかし、一般 20 代～60 代男女 330 名を対象に行った発達障害という言葉を知っているかという調査では、過半

数が名前以上の知識を持っていないということがわかりました。 

さらに、発達障害や発達が気になる子供を持つ保護者 330 名に行ったお子様の発達障害について理解されている

と感じますかという調査によると、39%の保護者が理解されていないと感じると回答しました。新聞記事やニュ



ースなどで発達障害という言葉を聞く機会は増えていても、発達障害についてはあまり理解されていないという

ことがわかりました。 

 

３．研究テーマの課題 

発達障害が周囲にあまり理解されていないことや、身体障害と違って見た目では判断しにくいことから、周囲の

人にわかってもらえないため、一生懸命やっていたとしても、怠けていたり、わざとミスしているように思われ

たり、やる気がないように誤解されてしまったりします。 

周囲に理解してもらえないストレスなどから、不登校、うつ症状、ニート問題などの二次障害を引き起こしてし

まうことがあります。これらは社会問題の悪化にもつながってしまいます。 

また、発達障害に詳しい本学の人間学部の伊藤英夫先生にヒアリングに行った結果、発達障害に対する支援は大

学からでは遅いため、高校生のうちからの支援が必要ということがわかりました。 

４．課題解決策（新たなビジネスモデル・理論など）５．研究・活動内容（アンケート調査、商品開発など） 

私たちは 4 つの流れに沿って健常な高校生を対象に行う、ミエル化プロジェクトを実施します。 

最初に発達障害についての事前アンケートを取り、発達障害疑似体験をしてもらいます。 

疑似体験を通し気づいたことやわかったことを話し合ってもらい、状況に応じてどのような対応をするのか 

考えて話し合うグループワークを実施します。最後にプロジェクト全体を通して何を感じたか、発達障害に 

ついて理解できたか、などの事後アンケートに答えてもらいます。事後アンケートで、理解が深まったと回答し

てくれた生徒にミエルバッチを渡す。ミエルバッチをつけてもらう事でミエル化を実現したいと考えています。 

また、同時に募金活動を行い、障害に合わせた道具をより多くの学校へ設置できるよう寄付に当てたいと考えて

います。発達障害擬似体験を通して、発達障害の知識を深め、周囲の理解の向上させることができます。 

実際に発達障害の見え方や聞こえ方が疑似体験できるセミナーが会ったら参加したいかと言う高校生を対象に

アンケートを実施したところ約 70%以上の生徒がぜひ参加してみたい、参加したいと回答していただきました。 

         

 

 



６．結果や今後の取り組み 

今後の取り組みといたしましては、まず実際に発達障害疑似体験を高校生へ実施できるよう、現在高校に掛け合

っていますのでプロジェクト実現のため、進めて行きたいと考えています。 

次に成功事例を基に参加してくれる高校生を集い、高校の先生の繋がりがある他校に話題提供、参加者に SNSで

宣伝、などでプロジェクトの知名度を上げます。また、大学でも発達障害に取り組むべきだと考えています。そ

こで、大学全体にミエル化プロジェクトを進めて行きたいと考えています。大学の教員と連携し、教員と生徒で

グループを作り、高校を訪れたいと思っています。 

最後に発達障害疑似体験を定期的に実施できるよう研究を進めていきたいと考えています。 
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＜企画シート作成上の注意＞ 

※本企画シートは審査の対象となり、予選会・本選の前に、実行委員会から審査員(ビジネスパーソン・大学教員)の方々に事前にお渡しいたします。 

※本企画シートは、「日本語」で書かれたものとし、1 チーム・1 点提出してください。また、インナー大会・東京経済大学大会終了後、プレゼン部門にご協力いただいている日経 BP

マーケティング社様に作製していただく大会結果 HP に本企画シートは掲載されます。 

※本企画シートの項目に沿って、ご記入をお願いいたします。各項目に文字数制限はありませんが、1~7 以外の項目を追加することは「不可」とさせていただきます。 

※本企画シートは、インナー大会プレゼン部門実行委員会への連絡事項と企画シート作成上の注意を含め、4 ページ以内に収めてください。実行委員会から審査員に渡す際は、

A4 サイズでプリントし、4 ページ目までをお渡しします。 

※大会参加申込み時点から、チーム編成の変更(チームの人数・交代など)は、｢不可｣とさせていただきます。ただし、チームメンバーの留学等やむを得ない事情でチーム編成に変更

が生じる場合は、実行委員会(プレゼン局)にご連絡ください。実行委員会側で協議のうえ、ご返答いたします。なお、参加申込書提出時からのチーム名変更は「不可」とさせていた

だきます。 

※企画内容は、未発表の（過去に他誌・HP などに発表されていない）ものに限ります。ただし、学校内での発表作品は未発表扱いとなります。 

※商品写真、人物写真、音楽などを掲載・利用する場合、必ず著作権、版権の使用許諾を得てください。日本学生経済ゼミナール関東部会・日経 BP 社・日経 BP マーケティン

グ社は一切の責任を負いません。 

※書籍や新聞等の文献から引用した場合は、出典先（使用した文献のタイトル・著者名・発行所名・発行年月など）を明記してください。統計・図表・文書等を引用した場合も

同様に明記してください。また、Web サイト上の資料を利用した場合は、URL とアクセスした日付を明記してください。 

※電話番号や住所などの個人情報は記載しないでください。 

※パワーポイント内で動画を使用する場合は、必ず｢有｣とご記入ください。動画を使用する際の注意事項は参加要項に記載しております。 

※プレゼンツールを使用する場合は、必ず企画シートにご記入ください。企画シートにてご記入が無い場合、発表当日のご使用を「不可」とさせていただきます。あらかじめご了承くだ

さい。 

_______________________________________________________________________________ 
 
                          ↑ ここまでを 4 ページ以内におさめて、提出してください 
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